
　山口県の日本海沿岸に
は、対馬暖流と呼ばれる暖
流が流れ込んでいます。暖
流とは、そとと比べて温度
が高い海流のことで
す。山口で見つかっ
た熱帯性の貝は、子
どものころ暖流に

流されて、そのまま山口の
海に適応したのでしょう。
徐々に海水温が上がってい
る証拠です。貝殻を研究し
ていると、こうしたことがわ
かります。環境の変化につ
いて、いろいろと考えてほし
いと思います。

　29歳のとき、自然が豊かな長門市油谷地
区に移り住みました。塩の製造、販売を行い
ながら、大規模な清掃活動「ビーチクリーン
大作戦」にも取り組んでいます。森の栄養分
が海に流れ込むことで、天然のうまみが凝
縮された塩ができます。私たちの先祖は
海から誕生しました。私たちの体も海
と同じく塩分や水分でできていま
す。海をきれいにすることは、自
分たちの体をきれいにすること
と同じなのです。

　サーフィンを楽しんでいるときに、おぼ
れていた人を助けたのが、ライフセーバー
としての原点です。会の活動を支えてくれ
る仲間は約200人に増えました。最近は、
家の中でゲームばかりしている子どもた
ちが多いと聞きます。ときには海で思い切
り遊んでほしいと思います。けがをするこ
となく、楽しい思い出だけを残すため
に、私たちの活動が少しでも役に立
てばうれしいです。
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　研究所では、海藻と動物の関係に
ついて調べたり、藻を食べる魚が引
き起こす「磯焼け」について研究した
りしています。海の環境がおかしく
なったのは、海底にわき出る里山の
養分の出発点となる田畑が放置さ
れ、雨水が地中にしみこまないように
なったことも原因です。放置され
た田畑の再生にも取り組み、美
しい海を取り戻したいと
思っています。
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　海がない埼玉県の出身です。2011年
に周防大島に移住しました。水族館では、
ニホンアワサンゴについて研究している
ほか、魚やイソギンチャク、クラゲなど80
種の水生生物を飼育員２人で管理してい
ます。なぎさ水族館を日本一の水族館に
することと、生きものに触れられる水槽な
どを通して、手つかずの自然を保護し
ていくことの大切さを多くの人に知って
もらうのが目標です。
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